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論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨の公表    

 

学位規則第 8条に基づき、論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨を公表する。 

 

○氏名      AQUINO LOYA CARLOS ALBERTO（あきの ろや かるろす あるべると） 

○学位の種類   博士（工学） 

○授与番号    甲 第 767 号 

○授与年月日   2011 年 9 月 25 日 

○学位授与の要件 本学学位規程第 18 条第 1項 

         学位規則第 4条第 1項 

○学位論文の題名 Physical and chemical properties of aggregates affecting the 

shrinkage in concrete and eco-concretes(普通ｺﾝｸﾘｰﾄおよびｴｺｺﾝ

ｸﾘｰﾄの収縮に影響を及ぼす骨材の物理的･化学的特性) 
○審査委員    （主査）岡本 享久（立命館大学理工学部教授） 

             中島 淳（立命館大学理工学部教授） 

及川 清昭（立命館大学理工学部教授） 

河野 広隆(京都大学経営管理大学院教授) 

 

＜論文の内容の要旨＞ 

最近、持続可能な社会を目指し、コンクリートの耐久性が重要視される方向に加速して

いる。すなわち、日本建築学会および土木学会では、一般的なコンクリート構造物に対し

コンクリートの｢乾燥収縮｣の上限値(建築学会:800×10-6)を規定し、周囲の拘束によって妨

げられ発生するひび割れを極力防止する方向を目指している。同時に、コンクリートを構

成する｢セメント｣では、焼却灰や汚泥など一般・産業廃棄物を原料にした｢エコセメント｣

の開発、また｢骨材｣では従来からの砕石･砕砂、再生骨材、高炉スラグ以外に下水汚泥の焼

却灰等を高温で溶融･冷却し固化させた｢溶融スラグ｣なども一般化しつつある。既往の研究

では、コンクリートの｢乾燥収縮｣は主として単位水量に大きく影響され、骨材の影響は些

少としてきた。しかし、近年｢石灰石」を骨材に用いたコンクリートの｢乾燥収縮｣が改善さ

れる論文が発表され、｢骨材｣面からの考察も始まっている。 

本論文の特長は、骨材として｢石灰岩｣､｢下水汚泥溶融スラグ｣を、同時にセメントとして

｢エコセメント｣を用いた場合、コンクリートの｢乾燥収縮｣が大幅に改善され、環境に配慮

したコンクリート用材料が｢乾燥収縮｣をより低減することを発見したことである。 

特筆すべき結論として、(1)骨材単体に、ひずみゲージを貼付し、水中から気中に出した場

合の｢容積変化｣を定量的に評価する方法を提案した。(2)コンクリートの｢乾燥収縮｣メカニ

ズムを、前述(1)の結果と、破壊力学に基づく実験から｢コンクリート内部の破壊面性状｣､
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｢破壊エネルギー｣を根拠とする「骨材とその周りのセメントペーストとの付着性状」から

定量的に解明した。(3)これらの成果を既存のコンクリートの｢乾燥収縮｣に関する国際基準

の式に適用し、環境負荷低減に配慮したコンクリート材料も反映できる｢乾燥収縮｣算定式

を提案し、環境に配慮した持続可能な社会構築の一翼を担った。 

 

＜論文審査の結果の要旨＞ 

本研究によって、環境負荷低減型のコンクリート用材料であるエコセメントと溶融スラ

グ骨材、石灰石の併用により、コンクリートの｢乾燥収縮｣が著しく低減できることを発見

しそのメカニズムが明らかとなった。特に、｢骨材自体の容積変化｣と「コンクリート内の

骨材とその周りのセメントペーストとの付着性状」の相乗効果に着目し、コンクリートの

｢乾燥収縮｣が大幅に改善される場合があることを見出し、既存のコンクリートの｢乾燥収

縮｣の国際基準の式に反映する方法を提案したことは、コンクリート耐久性を向上させ、今

後の持続可能な社会構築の大いに貢献すると思われる。 

以上のことを踏まえ、論文の評価の詳細を以下に示す。 

(1)ひずみゲージを骨材単体の表面に貼付し、水中から気中とあらゆる湿度条件での｢骨材

自体の容積変化｣を定量的に評価する方法を見出したことは評価に値する。 

(2)コンクリートの｢乾燥収縮｣メカニズムを、｢骨材単体の容積変化｣、「骨材とその周りの

セメントペーストとの付着性状」さらには｢セメント化学｣から解明し、定量化したことは

評価に値する。 

(3)上述の成果を、既存のコンクリートの｢乾燥収縮｣に関する国際基準の式に適用し、環境

負荷低減に配慮したコンクリート構成材料使用も反映した新たな｢乾燥収縮｣算定式を提案

し、環境に配慮した持続可能な社会構築の一翼を担ったことは評価に値する。 

(4)今後の環境負荷を低減させる上で重要となる｢地産地消｣にも考察を加え、滋賀県内発生

の下水汚泥からの溶融スラグの利用、さらには滋賀県産の石灰岩を用いることによるコン

クリートの｢乾燥収縮｣を低減する提案・方法は特筆に値する。 

本論文の審査に関して、2011 年 7 月 29 日（金）13 時 00 分～14 時 35 分立命館大学環境

都市系第２演習室において公聴会を開催し、申請者による論文要旨の説明の後、審査委員

は学位申請者 AQUINO LOYA CARLOS ALBERTO 氏に対する口頭試問を行った。各審査委員およ

び公聴会参加者より、収縮メカニズム、本結果の国際基準への適用などについて質疑応答

がなされたが、いずれの質問に対しても申請者の回答は適切なものであった。よって、以

上の論文審査と公聴会での口頭試問結果を踏まえ、本論文は博士の学位に値する論文であ

ると判断した。 

 

＜試験または学力確認の結果の要旨＞ 

本論文の主査は、本論文提出者と本学大学院理工学研究科総合理工学専攻博士課程後期

課程在学期間中に、研究指導を通じ、日常的に研究討論を行ってきた。また、本論文提出
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後、主査および副査はそれぞれの立場から論文の内容について評価を行った。 

 本論文提出者は、本学学位規程第 18 条第 1項該当者であり、論文内容および公聴会での

質疑応答を通して、本論文提出者が十分な学識を有し、課程博士学位に相応しい学力を有

していると確認した。また、本論文提出者は学術的な面において国際的に評価される研究

を行っており、10 編以上の国際および国内審査付学術誌への論文掲載など、量的ならびに

質的にも優れた研究業績により後期課程１年間在学での修了が適当と判断した。 

 以上の諸点を総合し、本論文提出者に対し、「博士（工学 立命館大学）」の学位を授与

することを適当と判断する。 


